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県
事
務
所
だ
よ
り

能登地域トキ放鳥記念式典（5月31日）
羽
咋
市
内
で
ト
キ
が
放
鳥
さ
れ

ま
し
た
！
（
本
州
初
）

ト
キ
は
、
明
治
時
代
の
は
じ
め
ま

で
日
本
中
に
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
以
降
の
乱
獲
や
生
息
環
境
の
悪

化
に
よ
り
、
急
激
に
数
を
減
ら
し
ま

し
た
。
昭
和
45
年
に
本
州
最
後
の
個

体
で
あ
る
「
能
里
（
の
り
）
」
が
穴

水
町
で
捕
獲
さ
れ
た
な
ど
、
ト
キ
と

ゆ
か
り
の
深
い
石
川
県
で
す
が
、
地

域
を
挙
げ
た
受
入
れ
準
備
の
取
組
み

等
が
評
価
さ
れ
、
本
州
で
初
と
な
る

ト
キ
の
放
鳥
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
５
月
31
日
に
羽
咋
市

で
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
ご
臨
席

の
も
と
、
ト
キ
放
鳥
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
９
月
頃
に

は
中
能
登
町
春
木
地
区
で
２
回
目
の

放
鳥
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

能
登
復
興
の
象
徴
と
し
て
、
多
く
の

ト
キ
が
石
川
の
空
を
は
ば
た
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

能登地域トキ放鳥PRキャラクター
のとっきー

万
博
の
記
憶

昨
年
に
開
催
さ
れ
た
「
大
阪
・
関
西

万
博
」
で
は
、
石
川
県
関
係
の
多
く
の

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
中
央
エ
リ
ア
で
は
、
石
川
県
輪

島
漆
芸
美
術
館
が
所
蔵
す
る
輪
島
塗
大

型
地
球
儀
「
夜
の
地
球 E

a
rth

 a
t 

N
ig

h
t

」
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
が

地
震
・
豪
雨
な
ど
の
災
害
や
世
界
で
絶

え
な
い
紛
争
地
域
に
お
け
る
復
興
推
進

に
向
け
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

８
月
下
旬
の
「
石
川
の
日
」
で
は
、

初
日
にE

X
P

O

ア
リ
ー
ナ
で
「
祭
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
催
し
が
行
わ
れ
、
県

内
20
団
体
、
総
勢
千
人
以
上
が
出
演
。

石
川
の
伝
統
文
化
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
特
に
、
被
災
し
た
能
登
地

域
の
5
つ
の
祭
り
を
会
場
で
再
現
し
、

復
興
に
向
け
た
姿
を
発
信
し
ま
し
た
。

E
X

P
O

メ
ッ
セ
で
は
、
一
流
シ
ェ
フ

が
参
加
し
た
食
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

地
酒
の
飲
み
比
べ
や
和
菓
子
づ
く
り
体

験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
最
大
60
分
待
ち
と
な
る
な
ど
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同
窓
会
情
報

○
大
阪
能
登
互
助
会
総
会

５
月
29
日
に
大
阪
市
の
ホ
テ
ル

日
航
大
阪
で
大
阪
能
登
互
助
会
の

定
期
総
会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

谷
内
田
栄
次
会
長
が
挨
拶
し
、

事
業
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓

の
東
孝
司
連
合
会
会
長
の
ほ
か
、

宮
下
為
幸
中
能
登
町
長
、
木
本
正

成
県
大
阪
事
務
所
長
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
南
昭

榮
中
能
登
町
議
長
の
音
頭
で
乾
杯

が
行
わ
れ
、
中
松
勝
彦
加
賀
浴
友

会
会
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
、
辻
口

信
良
連
合
会
副
会
長
の
発
声
に
よ

る
「
石
川
・
愛
！
」
な
ど
、
参
加

者
は
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

七
尾
高
等
学
校
関
西
同
窓
会

５
月
17
日
に
大
阪
市
の
新
大
阪

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で
第

44
回
七
尾
高
等
学
校
関
西
同
窓
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
76
名
が
母
校

の
思
い
出
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

特
別
講
演
と
し
て
、
同
校O

B

の

堀
清
次 (

株)V
C

 C
e
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h
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ra
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取
締
役C

T
O

が
「iP

S

細
胞
治
療
、

開
発
の
現
状
と
展
望
」
と
題
し
て

講
演
し
、
参
加
者
は
再
生
医
療
の

現
状
に
関
し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
久
保
聡
本
部

同
窓
会
会
長
、
樋
上
哲
也
学
校
長
、

同
校O

B

で
も
あ
る
茶
谷
義
隆
七
尾

市
長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。



会
長
ご
挨
拶

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

第
九
代
会
長

東

孝
司

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
、
関
西
石
川
県
人
会
連

合
会
の
活
動
に
多
大
な
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
石
川
県
は
、

依
然
と
し
て
令
和
６
年
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
及
び
奥
能
登
豪

雨
に
よ
る
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
途
上
に
あ
り
ま
す
。

我
々
は
石
川
か
ら
離
れ
て
生
活

し
て
お
り
ま
す
が
、
日
頃
の
買
い

物
で
県
産
品
を
選
択
す
る
こ
と
や
、

里
帰
り
や
観
光
を
兼
ね
た
石
川
へ

の
旅
行
を
楽
し
む
こ
と
自
体
が
、

ふ
る
さ
と
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。

被
災
地
域
の
宿
泊
施
設
は
、
施

設
被
害
の
ほ
か
、
災
害
復
興
事
業

者
優
先
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
地

震
前
の
受
け
入
れ
水
準
に
戻
っ
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
の
中

で
も
少
し
ず
つ
、
一
般
観
光
客
の

受
け
入
れ
を
再
開
す
る
施
設
が
増

加
し
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
に
心
を

寄
せ
な
が
ら
、
応
援
消
費
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

○
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
役
員
新
年
互
礼
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
役
員
新
年
互
礼
会
は
、
１
月
22
日
に
大
阪
市

の
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
開
か
れ
、
25
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

東
孝
司
会
長
が
「
会
員
の
絆
を
深
め
、
石
川
の
応
援
団
と
し
て
活
動
し
て

い
こ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

前
田
家
19
代
当
主
の
前
田
利
宜
名
誉
顧
問
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
大
阪
能
登
互
助
会
新
年
会

関
西
在
住
の
能
登
出
身
者
を

中
心
に
構
成
さ
れ
る
大
阪
能
登
互

助
会
の
新
年
会
が
１
月
13
日
に

大
阪
市
の
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で

開
催
さ
れ
、
26
名
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

谷
内
田
栄
次
会
長
が
「
今
年
も

元
気
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
東
孝
司
連

合
会
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

竹
本
正
平
県
大
阪
事
務
所
長
の
発

声
で
乾
杯
し
、
山
本
三
郎
相
談
役

が
中
締
め
を
し
ま
し
た
。

○
加
賀
浴
友
会
新
年
会

加
賀
地
区
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
関
西

在
住
の
公
衆
浴
場
業
者
ら
で
構
成
さ

れ
る
加
賀
浴
友
会
の
新
年
懇
親
会
が

１
月
27
日
に
大
阪
市
の
ニ
ュ
ー

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
南
大
使
館
に
て
開
催
さ

れ
、
来
賓
を
含
む
42
人
が
一
堂
に

会
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
中
松

勝
彦
会
長
の
挨
拶
の
後
、
東
孝
司
連

合
会
会
長
、
田
中
宏
司
大
阪
信
用
金

庫
副
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

谷
内
田
栄
次
能
登
互
助
会
会
長
の
発

声
で
乾
杯
し
、
北
出
守
大
阪
公
衆
浴

場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
常
務
理
事

が
中
締
め
を
し
ま
し
た
。

県
人
会
か
ら

○
関
西
能
美
市
の
会
総
会

５
月
23
日
に
大
阪
市
の
ホ
テ
ル
プ

リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
で
関
西
能
美
市
の

会
総
会
・
懇
親
会
が
開
か
れ
、
来
賓

を
含
む
22
名
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

吉
田
成
一
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、

事
業
活
動
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
井
出
敏
明
能
美
市
長
か
ら
祝

辞
及
び
市
勢
報
告
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
ふ
る
さ
と
の
近
況
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
陸

放
送
の
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
辰

巳
平
一
氏
（
旧
寺
井
町
出
身
）
や
木

本
正
成
県
大
阪
事
務
所
長
が
挨
拶
し

ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
12
月
に
は
、
「
治

部
煮
」
に
代
表
さ
れ
る
料
理
や
、

輪
島
塗
、
九
谷
焼
な
ど
の
伝
統
工

芸
品
を
盛
り
付
け
に
用
い
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
「
加
賀
料
理
」
が
国

の
登
録
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ

る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
和
食
の
分
野
で
は
、
「
京
料

理
」
に
次
い
で
国
内
２
例
目
の
登

録
と
の
こ
と
で
す
。

和
食
は
、
平
成
25
年
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
も
あ

り
、
健
康
志
向
の
強
い
地
域
を
中

心
に
、
海
外
に
お
い
て
も
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
石
川
県
が
和

食
の
本
場
と
し
て
、
国
内
外
か
ら

の
注
目
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
と
し

ま
し
て
も
、
機
会
を
と
ら
え
、
ふ

る
さ
と
石
川
の
魅
力
を
発
信
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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